
県総体幡多地区予選 ～全部活動の県総体出場決定！～ 

６月１１、１２日を中心に、県総体の幡多地区予選が開催されました。種目によっては県総体出場が決まっ

ている部活動もありますが、県への参加枠が決められている競技は、この大会で負けると引退という形になる

部もありました。顧問も生徒も何とか県総体への出場権を手にしたい･･･という思いを強く持ちながら試合に

臨み、結果として全部活動が県総体出場を決めてくれました。本当におめでとう！私も各部

の報告を聞いてうれしかったです。どの部にも大会を通じての反省点はあるでしょうが、県

の舞台で他地区のチームと競い合えることに誇りを持ち、最後まで頑張ってほしいと思いま

す。そして、四国大会や全国大会出場を目指してください。各部、頑張れ！！                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末テスト週間に入りました！～夏休みまで 1 ヶ月を切った中でラストスパート～ 

６月２９日、３０日が１学期の期末テストです。コロナ禍の中で制限

がある学校生活ですが、期末テストになると１学期のゴールも見えてき

ました。 

さて、期末テストに向けては、授業で集中した取組をすることはもち

ろんですが、各家庭でも計画を立て、しっかり学習に取り組んでほしい

と思います。平日は、最低３時間、休みは６時間が目標です！とにかく、机に向かう学習習慣をつけられるよ

う頑張ってください。勉強の方法は、学校でやったことをもう一度確認する勉強、自分で教科書をまとめてみ

る勉強、問題を解いてみる勉強などいろいろやり方はありますが、教科書をながめるだけでなく自分で書いて

みることがポイントですね。勉強に時間をかけられるようになったら、勉強の土台はつくられたと思ってかま

いません。そして、結果が返されたら、できなかった所をもう一度やって理解することです。できないことを

できるようにすることが、実力アップの秘訣！生徒の皆さんのがんばりに期待します。 

校訓  『高く 大きく 美しく』            

教育目標 

「誇り高く 夢大きく こころ美しく 
   よりよい社会を創ろうとする生徒の育成」 
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『勝ちに不思議な勝ちあり、負けに不思議な負けなし』 

昨年も少し紹介しましたが、故野村克也氏がよく使っていた有名な言葉です。試合は、相手が勝手にミ

スして勝ちが転がってくることはあっても、負ける時には必ずその負けの原因があるものだということを

表しています。中学生なので試合でミスが出ることは当たり前なのですが、負けの原因をそのままにして

おくのではなく、負けた（失敗した）原因をきちんと考え、改善し、対応していく（練習していく）･･･。 

そういう姿勢を持つことの大切さをこの言葉は教えてくれます。 

負けの原因を無くするのが日々の練習ですが、そのことを自覚できるチームや個人であ

るのか？という点がポイントですね。期末テストが終わったら、しっかりやるべきことを意

識し、県総体に向けての取組（練習）をまた頑張ってください。期待しています！ 

《 6月 25日（土）の人権教育参観日について  ☆駐車：グランド 》 

13時 25分から 5時間目が始まります。この時間を参観授業とし、各学年で検討した人権に関わる授業を行

います。また、参観授業後は各学年のフロアで学年懇談を行います。中学校の参観授業の回数は少ないです

ので、ぜひ学校にお越しいただき、子どもさんの授業の様子を参観ください。お待ちしています。 


